
科学・環境

2 0 2 2 年 0 8 月 0 5 日

ナノ医療イノベーション／ i C O N Mからの発信

2.  若者の科学リテラシーを鍛える場に
出島に集まる好学者②　修学旅行などで「殿町」来訪、コロナ禍前の
5倍

島﨑  眞　（公財）川崎市産業振興財団  i C O N M  コミュニケーションマネー
ジャー

　川崎市川崎区の臨海部にある「キングスカイフロント」は、

「殿町国際戦略拠点」として認定されたバイオテックおよびヘル
ステックの集積地であり、技術や知識だけでなく様々な専門性を持った人材が集
まる。それは、本連載「 1 .『ナノD D S』研究のグローバルセンターへ」で、ナノ

医療イノベーションセンター（ i C O N M＝アイコン）の片岡一則センター長が論
じたように、好学者が集まる「出島」に他ならないからだ。

　江戸時代の長崎・出島はイノベーション創出の場であるとともに、人材輩出の
場でもあった。 i C O N M にも国内外から多くの大学院生やポスドク研究員が集
う。そして、企業、アカデミアを問わず多彩な人材との交流を経て多くの刺激を

受け、より幅広い視点を持つ研究者として成長し羽ばたいていく。

2 0 1 9年に行った 1泊 2日のワークショップ。様々な背景をもつ人材が集まり、
i C O N Mの海外進出について議論した＝ i C O N M提供

国境、文化、言語、社会的・政治的な制約を越えて

　先日も、ひとりのベルギー人ポスドク研究員が、オランダのライデン大学に採

用され i C O N M を卒業していった。ライデン大学といえば、シーボルトを介し
て、長崎の出島とも大きく関わった大学である。

　送迎会での挨拶（あいさつ）で彼は、「海外に出ることで、アイデア、知識、

文化をフランクに交わすことができ、プライベートでもビジネスにおいても自身
の成長を促します。知識を得るためには、国境、文化、言語、社会的・政治的な

制約を越えてコミュニケーションをとる方法を常に模索しなければならないから
です」と述べた（コラム「 i C O N Mからの人材輩出」 を参照）。

　私も 2年間の海外留学経験があり、世界中から集まったポスドク研究員との交

流を経て様々なことを学んだので、彼の言葉はとてもよくわかる。昨今、博士人
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材の就労問題がクローズアップされ、留学を志す若者が激減していると聞く。果
たして、そのことが将来の日本にどのような影響を与えるのだろう。

科学リテラシーの低下に不安

　「理科離れ」という言葉を最近あまり聞かなくなったが、決して改善されてい
るということではないだろう。むしろ、それが常態化し危機感が薄れていると

いったところだろうか。

　国際数学・理科教育動向調査 ( T I M S S 2 0 1 9 ) によれば、「理科の勉強は楽し
い」と答えた小学生は 9 2 %いたのに対して、中学生では 7 0 %にまで下がる。国際

平均では、それぞれ 8 6 %、 8 1 %と日本ほどの大きなギャップは見られていない。
このことは、就労意識にも影響を与え、将来、理系の職業に就きたいと考える中

学生は 2 7 %にすぎない（国際平均： 5 7 %）。

　そして、 7 月 2 8 日に文部科学省が結果を公表した「 2 0 2 2 年度全国学力テス
ト」で、中学理科の正答率は 4 9 . 7 %。 4年前と比べ 1 6 . 8ポイントも落としてい

る。特に科学的に探究する力（科学リテラシー）を問う問題が弱いらしい。この
結果は、科学技術立国の日本としては将来を大いに憂うべきものである。

　小学校の理科は暗記科目としての要素が濃く、論理的思考ができなくても十分
やっていける。しかし、中学、高校と進むにつれ、自然現象の背後にある理論を
把握していないと授業についていけなくなり、興味が失せてしまう生徒が増え

る。

　教科書に「 Aと Bを混ぜたら Cができる」と書いてあっても、実際にやってみる

と予想外のことが起きるものだ。なぜそうなったのかを考えること（考察）が理
科では最も重要視されるのだが、どこかのウェブサイトで拾ってきた「絶対に成

功する」動画を観ておしまいとなる理科実験は、決して少なくないだろう。実験
および観察の結果を考察することで鍛えられるべき「科学リテラシーの力」がつ
かないし、生徒も全然楽しくない。

　これでは、理科にワクワク感を持たせることは無理だ。国立科学技術政策研究
所の報告によれば、科学技術に対する日本国民の注目度および関心度は、それぞ

れ 4 %、 2 3 %であり、米国での調査結果（それぞれ 1 2 %、 4 4 %）と比べて大幅に
低いことがわかる。

市民との「共感の場」形成を

　市民の科学技術に対する関心の低さは、研究にも影響する。将来の人材不足が

懸念されることはもちろんのこと、ひとつの研究プロジェクトを進める上で必要
な、市民との「共感の場」が形成しにくくなる（下図）。共感の場とは、「デザ

イン思考」で最も重要視される「ニーズ調査」を行う場のことである。

市民と研究者の対話をうまく進めるためには、リテラシーの強化が不可欠＝ i C O N M
作成

暮らしに役立つ科学技術のために
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　特に工学は人々の暮らしをさらに良くする学問であるという性格上、市民の声
は研究の方向性を決める重要な羅針盤となる。しかし、市民の関心が薄ければ声

を集めることはできない。選挙と同じである。また、試作品が出来た時には、そ
れを評価して頂かなくてはならない。つまり、そのような一般社会での実証研究

が不十分のままでは、暮らしに役立つ科学技術の発展はないと言える。

　同様に、医療においても、日本の「おまかせ文化」は問題視される。確定診断
が出て、医師が治療方針を説明しても多くの患者は、「先生にすべてお任せしま

すので、よろしくお願いします」とすぐに言う。自分の病気のことなのだから、
しっかりと勉強して、それがどんな治療で、どんな副作用が想定されるかという

ことは知っておくべきであり、分からないところは分かるまで主治医に尋ねるこ
とが最良の医療に出会う秘訣（ひけつ）である。

＝ s h u t t e r s t o c k . c o m

　残念ながら、リスクを伴わない治療はこの世に存在しない。リスクを上回るベ
ネフィットがどれだけあるかは個人ごとで異なるので、患者が判断せざるをえな

い。後になって、「こんなはずじゃなかった」と後悔するのは患者本人。ただ
し、ネットには、怪しい情報や誤った情報、営利を目的とした情報が溢（あふ）

れていて、それらに惑わされず正確な情報を見極める力（リテラシー）を養って
おく必要がある。

羽田空港まで「徒歩1 5分」

　 2 0 2 2年 3月 1 2日に「多摩川スカイブリッジ」が開通し、羽田空港と殿町は、

車で 5分（徒歩 1 5分）の距離となった。
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がん検診の重要性について学ぶ沖縄
県立名護商工高校商業科 2年生

超高齢社会下にある未来の暮らしに
ついて i C O N M研究者たちと話し合
う川崎市立川崎総合科学高校科学科 2年
生

多摩川スカイブリッジ。遠方が羽田空港。手前が殿町＝以降の写真は i C O N M提供

　そのためであろうか、修学旅行や社会科見学で殿町を訪れる小中高生が、コロ

ナ前の 2 0 1 9年の同時期と比べて 5倍に膨れ上がっている。旅行会社からの問い合
わせも多い。修学旅行用のパッケージツアーに i C O N Mを組み入れたいという申

し出だ。もちろん、私どもには一銭も入ってこないのだが、そもそも i C O N Mは
出前授業や生徒と研究者のワークショップを行うなど、若者の医療・科学リテラ

シーの強化に力を注いでおり、今の動きを大変ポジティブに感じている。

　前述したとおり、理科を暗記科目として捉えていては、理科離れの解消とはな
らない。それゆえ、 i C O N Mでの授業はより実践的だ。「なぜ花粉症になると鼻

水やくしゃみがでるのか？」「なぜ薬が効くのか？」「なぜ副作用が起きるの
か？」などといった問いにみんなで考えることから始める。どれも薬系大学レベ

ルでの内容であるが、それでも生徒たちが関心を持てば正しい回答にたどり着け
る。「なぜ？」という人が本来持つ好奇心こそが理科を好きになるための動機な
ので、そこは大事にしたい。
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“ひみつのくすり X ”に興味津々の川崎市立苅宿小学校 4年生。小学生は、話に乗れば
とても活発だ

　 “ i C O N M  K i d s ” というウェブサイトで、小学校高学年から高校生向けにナノ
医療を分かりやすく解説した動画やコンテンツを掲載している。将来的にはメタ

バースなどの V R（仮想現実）技術を駆使した「仮想教室」に発展させ、認知症
になった方々が置かれている状態を体感したり、アバターと呼ばれる自分のコ

ピーを仮想空間に作って他の参加者とコミュニケーションをとれるようにする。
また、在宅医療を受ける家族をどう見守るかなどを相談できる「市民交流の場」
を構築したいと思っている。

　前述のとおり、市民の医療・科学リテラシーを高めることは、研究を進める上
で必要だし、今回のようなパンデミックが起きた際に必要な地域社会の集団対応

力を向上させる。そして何よりも、将来の日本の科学技術をしっかりと背負える
人材を育て上げることが、先人たちの義務だと思っている。川崎市臨海部に構築
されている「出島」は、市民との「共感の場」であり、またリテラシーを鍛える

「学びの場」として新たな展開を迎えている。　
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